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融資業務の実際
銀行の融資業務といえば、不景気に

よる貸し渋りを問題視することが多い

が、融資業務における銀行側の負担が

表沙汰にされることは少ない。電通国

際情報サービスの佐藤治己氏は、融資

業務の負担について次のように語る。

「銀行は顧客から融資を依頼される

と、融資の実行可否を判断するために

稟議書を回付します。この際、融資の

基本条件を記載した申請書とともに、

顧客の各種属性情報を記載した分厚い

報告資料を紙ベースで回覧するため、

承認者は多大な負荷を抱えています。

また、担当者が報告資料を作る際、

財務／債権／担保情報などを取りまと

める必要があります。現状これらの情

報はサブシステムごとに管理されてい

るため、散在する情報から必要なデー

タを抽出するコストは相当なものです」

このような融資業務の負担を軽減す

るという目的で作られたのが、今回紹

介する「RiskTaker」だ。

RiskTakerの全貌
RiskTakerは、.NET Framework対

応のWebシステム。大きくわけると「融

資統合基盤」と「融資関連業務モジュ

ール群」という2つの機能群から構成

される（図1）。この融資統合基盤とは

どのようなものなのだろう。

「融資統合基盤では、融資システム

を構築するために必要な基本機能が用

意されており、4つの機能群から構成

されています。

融資支援データベースは、サブシス

テムごとに管理されている各種データ

を取り込んで、一元管理するためのデ

ータベースです。

共通システム基盤は、セッション管

理、画面遷移制御など、.NET Frame

workの標準機能だけではカバーしきれ

ない機能を提供します。また、システ

ムを開発するための規約をまとめたガ

イドラインも用意されています。

ワークフローコンテンツ管理エンジ

ンは、申請～最終承認までのワークフ

ローにおいて、各案件のステータスと

ユーザーグループを管理します。

融資ソリューション共通基盤は、ユ

ーザーごとにメニュー表示の権限を与

えるメニュー管理機能や、融資に携わ

る銀行員を管理するユーザー管理機能

など、融資業務の必須機能群です」

一方、融資関連業務モジュールとは、

融資業務に特化した機能群のことで、

5つのモジュールから構成されている

（表1）。ここでは、あまりなじみのない

機能について聞いてみた。まずは格

付／自己審査モジュールから。

「格付とは、融資依頼者の支払い能

力をランク付けする業務です。顧客の

格付情報は随時資料として作成するよ

うに取り決められています。格付モジ

ュールを使えば、決算書入手、延滞発

生など、各顧客の信用情報を管理し、

最新の信用状況を把握できます。

また、自己査定とは、顧客に対する

債権、担保状況を把握し、顧客に対し

保持する債権回収の可能性を算出する

業務です。四半期ごとに算出結果（分
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類額）を開示するよう取り決められてお

り、この作業は行員の負担となってい

ます。自己査定モジュールを使用すれ

ば分類額を自動算出することができる

ので、この負担は軽減されるでしょう」

続いて、新BIS対応モジュールにつ

いてお話を伺った。

「新BIS対応モジュールは、銀行の

自己資本比率を算出するための機能

で、新BIS規制の標準的手法に対応し

ています。新BIS規制では国外業務を

行なうために必要な自己資本比率の最

低基準およびリスク計測方法について

定められていますが、本モジュールで

は、RiskTakerが保持するデータを用

いて自己資本比率の算出が可能です」

ところで、電子稟議モジュールと、

融資統合基盤にあるワークフローコン

テンツ管理エンジンは、同じ機能のよ

うに思えるが、両者の違いは何か。

「ワークフローコンテンツ管理エン

ジンは、あくまで各案件のステータス

とユーザーグループを管理するための

機能ですが、電子稟議モジュールは、

各案件ごとの詳細情報を管理し、融資

の可否を決定するために有効なワーク

フローを実現します」

これら機能はすべてC#で実装。開発

方法はシステム構築基盤上に融資関連

業務モジュールを構築してゆくだけ。

融資業務機能はすべてモジュール化さ

れているのでカスタマイズしやすいと

いうのも利点だ。

使いやすい融資システムを
目指す
このようにRiskTakerには、多数の

機能が搭載されているが、ユーザビリ

ティにはかなり力を入れている。その

いくつかを紹介してもらおう。

「格付業務をよく知らない新人の融

資担当者でもわかるように、格付モジ

ュールの入力画面構成は格付業務の手

順どおりになっており、順番に入力す

れば一通りの業務が終わるように工夫

されています。

また、画面の見やすさも配慮してい

ます。とくに、案件一覧の表示には苦

労しました。1レコードに表示させなけ

ればならない情報が多く、.NET Frame

work標準のDataGridコントロールを

使うと見栄えよく表示できないので、

カスタムコンポーネントを作り込んで

一覧表示させています（図2）」
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・融資業務に必須の機能はすべてモジュール化されており、必要な
モジュールを選択して短期間で最適な融資システムを構築できる

・融資情報、担保情報など、融資関連の各種データを一元管理し、
統合的な融資業務を実現

拡充のポイント

表1：融資関連業務モジュール群

モジュール名 解説
顧客情報管理モジュール 属性、財務、保証人情報、交渉履歴などの顧客情報を一元管理する
電子稟議モジュール 融資ワークフローを管理するための機能
格付／自己審査モジュール 格付、自己審査業務の負担を軽減するための機能
新BIS対応モジュール 銀行の自己資本比率を計算する
帳票／分析モジュール 蓄積されたデータを独自に分析し帳票出力

融資支援データベース

共通システム基盤
（.NET Framework拡張機能群／開発ガイドライン、標準化規約）

ワークフローコンテンツ（文書／イメージデータ）管理エンジン

融資ソリューション共通基盤
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図1：RiskTakerの製品全体像 図2：カスタムコンポーネントを使って案件情報を一覧表示




